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スについて紹介する。具体的には、Massive Open Online Courses（MOOCs）のプラッ










習者 2265 名のうち、比較的に学習者数の多かったアメリカ（172 名）、イギリス（42 名）、
カナダ（21 名）、オーストラリア（18 名）の特徴を中心に考えたい。 









例： 故郷／3 モーラ・2 音節   根拠／3 モーラ・2 音節 
 公共／4 モーラ・2 音節   国境／4 モーラ・2 音節 
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化につながる例を示す。*は英語母語話者の発音を示している。 
  例： 時計（とけい）  →統計（とうけい）* 






つかみにくく、高さを強さと捉える傾向がある。「2.1 リズム」と同様、語末から 2 音節が
強く発音され、結果的に高く長く聞こえることが多い。以下の例においてゴシック体・H
は高、明朝体・L は低という音の高さを示している。 
例： 私（わたし）LHH →私（わたし）LHL* 
    天ぷら（てんぷら）LHHH →天ぷら（てんぷら）LLHL* 







co’ffee、o’bject、a’ccent など、第 1 音節に強勢アクセントが置かれる場合である（杉藤
1996；31-32）。その影響で例 2 のようにアクセントの下がり目がなくなり、全体が上昇調
になることがある。 
例 1： cat↗   What↗ 
例 2： 猫（ねこ） HL↗  → 猫（ねこ）LH↗* 




東京  ありがとう LHLLL   
名古屋 ありがとう LLHLL   
大阪  ありがとう LLLHL   
鹿児島 ありがとう LLLHH   
 
一方、Cruttenden（2001；221）は、‛The accentual pattern of English words is fixed, 





















 例： 名前（なまえ） → 名前（なまい）* 
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すべてのコースを一般に開かれた公開教育資源（Open Education Resources）として提供



















表 1 米国における主要なオンライン教育          （2017 年 4 月 18 日時点） 





OpenCourseWare https://ocw.mit.edu/index.htm 2,340 112 10 
②Khan Academy https://www.khanacademy.org/ 4,000 11 0 
③edX https://www.edx.org/ 1,487 54 1 
④Coursera https://www.coursera.org/ 2,000 以上 108 0 
⑤Udacity https://www.udacity.com/ 179 0 0 
⑥Udemy https://www.udemy.com/ 37,458 944 41 
 
米国の主要なオンライン教育には、公開教育資源としての①MIT Open Course Ware、
②Khan Academy、世界規模のグローバル MOOCs である③edX、④Coursera、民間企業
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会話 4、漢字 3、ビジネス 2、観光日本語 2、文化 2、発音 1、歌 1、であった。 
Udemy が提供する発音のコースは、‛Beginner’s Guide to Japanese Pronunciation ... 
and More!’（有料）である。紹介されているコースのシラバスは次の通りである。 
-Introduction 
-Syllables of Japanese 
1) Familiar Japanese Words、2) Characteristics of Japanese Syllables、3) Japanese 
Pitch Accent、4) Review of Japanese Syllables、5) Section 2 Summary 
-Pronouncing Japanese Sounds 
  1) Basic Japanese Sounds、2) Additional Sounds、3) Review of Japanese Sounds、
4) Section 3 Summary 5) Listening Quiz on Identifying Japanese Sounds 1 6) 
Listening Quiz on Identifying Japanese Sounds 2 
-Ordering Food in Japanese 
  1) Ordering Food in Japanese、2) Model Dialogue、3) Review of Ordering Food、4) 
Section 4 Summary、5) Quiz on Ordering Food 1: Multiple Choice、6) Quiz on 
Ordering Food 2: Writing Words、7) Bonus Lecture: Most Practical Tip for Ordering 
in Japan 





③edX の日本語教育関連コースは、現在 JPC の 1 コースのみである。JPC で紹介され
ているコースのシラバスは、次の通りである。 
第 0 回 講義概要 
第 1 回 発音のポイント 
1）特殊拍・日本語のリズム 2）高低アクセント 3）表現意図とイントネーション 
4）意味のまとまり 5）人間関係や話の内容、場に応じた発音 
第 2 回 アクセント 
1）名詞のアクセント 2）複合語のアクセント 3）人名のアクセント 
第 3 回 イントネーション 
1）～じゃない 2）～でしょう 3）～でしょうか 4）そうですね 5）そうですか 
6）への字型イントネーション 
第 4 回 話しことばの発音 
1）拗音化 2）「い」の脱落 3）母音の融合 4）撥音化（長音化・促音化） 
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表 2 日本における主要なオンライン教育         （2017 年 4 月 18 日時点） 




⑦gacco http://gacco.org/ 144 2 1 
⑧OUJ-MOOC https://dev.chilos.jp/ 8 2 2 
⑨Open Learning,
Japan https://open.netlearning.co.jp/ 28 0 0 
⑩Fisdom https://www.fisdom.org/ 9 (13) 0 0 
 
JMOOC 公認のプラットフォームには、⑦gacco（ドコモ gacco 社）、⑧OUJ-MOOC（放
送大学）、⑨Open Learning Japan（ネットラーニング社）、⑩Fisdom（富士通株式会社）
がある（表 2）。⑩Fisdom は、13 コースあるが、開講中のコースは 9 コースである。 
日本語教育関連コース数は、⑦gacco では、「‛そうだったのか’の日本語教育学」の 1
コース、⑧OUJ-MOOC（放送大学）では、「Nihongo Starter A1 -Class8-」「Nihongo Starter 























4）自分のリズムを確認しよう―音声分析 Praat を使った練習― 
5）身体を動かしてリズムを確認してリズムをつかもう 
〈アクセント〉 
6）自分のアクセントを確認しよう－音声分析ソフト Praat を使った練習－  






















Boersma 氏・Weenink 氏が開発したフリーの音声分析ソフト Praat（http://www.fon. 
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